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太郎坊宮の渡御祭

市民と議会の意見交換会
日時：令和７年６月２８日（土）
　　  １３：３０～（受付１３：００～）
場所：湖東コミュニティセンター



　長期にわたる経済の停滞と衰退「失われた３０年」
が続き、賃金が上がらず、年金は減り、消費税増税、
社会保障や教育費の負担増で家計が疲弊しきっている
ところに、物価高騰が襲いかかりました。今、市民
生活や地域経済の安定を図ることに加え、人口減少や
少子高齢化などの変化に対応する予算編成が求めら
れています。本年度予算では、地域包括支援センター
の委託と、重層的支援体制整備事業の参加支援事業の
一部、多機関協働事業の一部の計３事業が新たな委託
となりますが、公共としての責任が薄れるのではない
かと懸念します。企業立地促進対策事業では、立地促
進奨励金の２６社２億５，３３１万円のうち大企業が
７社で金額の７１．１％を、雇用促進奨励金の７社３，
６５０万円のうち大企業が２社で７９．５％を占めて
います。十分な体力のある大企業にまで支援が必要な
のかという点です。企業立地促進対策事業だけでも商
工費１４億４，７７８万円の２０％になります。
　最後に地方自治法は第１条第２項で、地方自治体の
役割は「住民の福祉の増進を図ること」としています。
この役割を発揮する市政運営を期待し反対討論としま
す。

　令和７年度は「第２次東近江市総合計画後期基本計
画」の最終年として、中心市街地のにぎわい創出、各
産業の振興、結婚・妊娠から出産・子育ての切れ目の
ない支援、健康福祉・地域医療の充実、教育環境の整
備をはじめとして、観光や歴史文化、スポーツの振興、
都市基盤や公共交通機能の強化など、さまざまな分野
において必要な事業が計上されています。事業の着実
な実施により計画の総仕上げを行うとともに、国スポ・
障スポ大会および市制２０周年記念事業を契機とした
成長に繋がる事業の推進、さらには、社会保障や福祉
関連経費の増大など少子高齢化や人口減少が進む社会
構造にも柔軟に対応した予算が編成されたと考えてい
ます。
　各種事業を切れ目なく着実に実行することが「強く
豊かでそしてやさしい東近江市」の創生に向けた予算
であると確信しています。これらの施策の着実な実行
のため、限りある財源を有効に活用し「施策の推進」
と「財政の健全化」の両立により、本市のさらなる発
展と市民福祉の向上を期待し、本案に賛成します。

令和７年度一般会計予算の討論

反　対　討　論賛　成　討　論

山中　一志  議員大橋　保治  議員

令和７年度一般会計当初予算

過去最高の５５４億円
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（※R５までは決算額、R６、R７は予算額）
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　令和７年度の一般会計予算は、予算編成時に市長
選挙が執行されたことから、一般行政経費を中心と
した骨格予算となりましたが、社会保障にかかる費
用の増加や物価高騰、人件費上昇の影響、滋賀県で
４４年ぶりに開催される国スポ・障スポ大会などに
より、過去最大の当初予算となりました。

　６月には、政策的経費を盛り込んだ補正予算が編
成されます。市制２０周年を迎え、さらなる成長に
つなげる予算が期待されますが、将来を見据えた財
政運営は大丈夫なのか、気になるところです。予算
の概要について、予算決算常任委員会の審査内容の
一部を報告します。

Q　骨格予算とはいえ過去最大の予算規模となった要因は。
A　人件費や物件費、扶助費の大幅な増によるものです。具
体的には、人件費で約２億円、物件費が約１７億円増額とな
りました。物件費では、小中学校のタブレット更新に７億円
増、情報デジタル化に対応する経費３億円増、国スポ開催費
用や競技会場の整備、物価高騰による委託料が増加しました。
扶助費も約１４億円増加し、児童手当で約９億円、障害サー
ビス給付が３億円の増加となりました。骨格予算であります
が、市民の暮らしを支えるために、切れ目なく対応すること
が必要な医療・福祉・教育分野の予算を計上しました。

Q　物価高騰対策予算は政策的経費なのか。
A　物価高騰対策重点支援地方交付金約２億８千万円は、令
和７年度に繰り越し、６月補正で計上する予定です。国が示
す経済対策と生活支援などの必要な事業を精査していきま
す。

Q　財政規模は増加の一途。どのような将来推計を予測して
いるのか。
A　従来の財政推計では、国による合併支援策の終了、人口
減少、少子高齢化などの社会構造の変化を見据えて、予算規
模の縮小を前提とした持続可能な財政運営を推計してきまし
た。しかし、今後も物価高騰、人件費の上昇が予想されるこ
と、また、社会保障費の大幅な増が見込まれるなか、予算規

一般会計　当初予算規模の推移（単位：億円）

一般会計　市債残高の推移（単位：億円）

民生費（37.7％）
209億291万円

教育費（13.3％）
73億8,131万円

554円
億

その他（3.3％）
18億8,189万円

商工費（2.6％）
14億4,778万円

消防費（3.0％）
16億4,427万円

農林水産業費（4.3％）
23億6,573万円

総務費（10.9％）
60億2,679万円

公債費（10.3％）
56億8,558万円

衛生費（8.3％）
45億9,209万円

土木費（6.3％）
34億7,165万円

歳出別
的
目歳入

市税（32.9％）
182億3,141万円

繰入金（8.6％）
47億3,927万円

負担金・使用料・
手数料など（0.9％）
５億3,875万円

地方消費税交付金など（7.3％）
40億7,137万円

県支出金（9.5％）
52億4,567万円

市債（1.3％）
7億4,510万円

国庫支出金（13.5％）
74億6,020万円

地方交付税（20.4％）
113億円

繰越金・諸収入・
寄附金など（5.6％）
30億6,822万円

554円
億

自

主

財

源

依

存

財

源

52％ 48％

模の拡大は避けられないと考えています。このような転換点を迎
え、歳入に見合う予算規模はどうあるべきか検討が必要で、財政
推計の基礎となる調査の実施はもちろん、基金や市債の残高の推
移などを踏まえた財政推計を作成しているところです。今後も持
続可能で健全な財政運営に努めていきます。

Q　合併特例事業債の発行状況と、公債費に与える影響は。
A　発行状況は、予定額も含め左表のとおりです。市債残高は、
借入れよりも償還額が上回っているため、平成２８年度をピーク
に減少傾向です。年間予算額の約１割の５０億円の公債費を維持
していけば財政運営には、大きな影響を与えないと考えています。

Q　国スポ・障スポ大会推進事業
の県支出金の額と積算根拠は。
A　総額８億円で、約４億８千万
円が県支出金です。このうち、８
競技の大会競技運営費は原則３分
の２が県支出金ですが、自転車

（ロード・レース）やカヌー（ス
プリント）競技などは特殊競技と
して、会場設営撤去費が全額県支
出金となります。

国民スポーツ大会実行委員会運営負担金の内訳

合併特例事業債の発行額

合併特例事業債の発行限度額 574億8,000万円

令和５年度末までの発行済額 501億6,640万円

令和６年度末までの発行予定額 38億3,190万円

令和６年度からの繰越事業額 20億7,160万円

令和７年度中発行予定額 5億4,530万円

残額 8億6,480万円

科　目 予算額 県支出金 一般財源
総務費 538万2,000円 0円 538万2,000円
開催準備費 1,371万4,000円 265万円 1,106万4,000円
大会開催費 2億4,660万4,000円 6,915万7,000円 1億7,744万7,000円
大会競技運営費 5億3,430万円 4億1,274万5,000円 1億2,155万5,000円

内　

訳

サッカー 4,873万8,000円 3,216万7,000円 1,657万1,000円
ボクシング 1億62万2,000円 6,641万1,000円 3,421万1,000円
自転車（ロード・レース） 4,562万9,000円 3,787万2,000円 775万7,000円
軟式野球 1,126万1,000円 743万2,000円 382万9,000円
ソフトボール 4,398万円 2,902万7,000円 1,495万3,000円
カヌー（スプリント） 2億4,485万7,000円 2億1,057万7,000円 3,428万円
ゴルフ 3,821万3,000円 2,865万9,000円 955万4,000円
ネットでポンポイ（デモスポ） 100万円 60万円 40万円

合　計 8億円 4億8,455万2,000円 3億1,544万8,000円
負担割合 60.6% 39.4%

議会だより 0203 議会だより

新年度予算 新年度予算
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す
。

A　
肥
沃
で
広
大
な

農
地
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
米
、
麦
、

大
豆
に
加
え
、
野
菜

な
ど
の
高
収
益
作
物

の
生
産
拡
大
を
図
り
、

儲
か
る
農
業
へ
と
転

換
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
現
在
計
画
中
の
東

近
江
地
区
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
大
区
画
化
や

排
水
改
良
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低
減

を
通
じ
て
、
水
稲
か
ら
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
に
よ
る
産
地
収
益
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
負
荷
軽

減
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ

ー
ト
農
業
化
を
目
指
す
も
の
で
、
全

国
の
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
県
下

初
の
国
直
轄
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業

で
す
。

　
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
農

産
物
の
安
定
し
た
生
産
、
さ
ら
に
は

足
腰
の
強
い
自
立
し
た
営
農
体
系
の

構
築
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
こ
の
成
果
を
市
内
全
域
へ
と

波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

で
き
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

捉
え
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
県

と
と
も
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
所
が
中
心
地
に
進
出
し
人
々
が
集

い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
と
な
る

こ
と
を
思
い
描
い
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
駅
で
分
断
さ
れ
た
東
西

を
一
体
的
に
活
用
す
る
た
め
、
東
西

連
絡
通
路
や
延
命
公
園
の
再
整
備
、

新
た
な
土
地
活
用
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
人
々
の
回
遊
性
を
高
め
、
都
市

機
能
の
集
積
と
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
己
完
結
能
力
の
高
い
ま
ち

の
実
現
に
向
け
て

県
下
初
の
国
営
ほ
場
整
備
に

期
待

中
心
市
街
地
に

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

子
ど
も
・
子
育
て
政
策
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
に

健
康
都
市
の
実
現
に
向
け
て

ＱＲを読み取ることで、各議員の質問の

様子を映像にてご覧いただけます。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

大
橋　

保
治

開発が待たれる蒲生地区の産業用地

日本語指導のいろは教室

国営農地整備事業のパンフレット
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Q　
埼
玉
県
八
潮
市
で
県
道
が
突
然

崩
れ
落
ち
、
陥
没
し
た
穴
に
２
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
が
落
下
し
た
事
故
は
記
憶

に
新
し
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
下

水
道
管
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体

で
道
路
お
よ
び
下
水
道
管
の
再
点
検

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
も
同
様
の
事
故
が
発
生
す
る

の
で
は
と
、
不
安
が
よ
ぎ
る
が
、

①
本
市
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
下
水

道
管
の
延
長
と
、
そ
の
対
応
は
。

②
下
水
道
管
の
維
持
管
理
に
伴
う
点

検
は
。

③
八
潮
市
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
体
制
は
。

A　
①
耐
用
年
数
50
年
を
超
え
て
い

る
公
共
下
水
道
管
の
延
長
は
約
６
．

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
対
応
に
つ

い
て
は
、
対
象
区
間
で
カ
メ
ラ
調
査

を
実
施
し
、
状
態
に
応
じ
て
適
切
な

修
繕
や
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
国
の
基
準
に
基
づ
き
、
５
年
に
一

度
法
定
点
検
を
実
施
し
、
さ
ら
に
市

独
自
の
点
検
と
し
て
防
災
上
重
要
な

箇
所
な
ど
の
点
検
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

③
ま
ず
事
故
に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
い
、
必
要
と
な
る
応
急
対
策
を
実

施
し
ま
す
。
市
民
生
活
に
甚
大
な
影

響
や
人
命
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
場

合
は
、市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

Q　
①
市
長
選
挙
の
結
果
へ
の
所
感

と
今
後
の
市
政
運
営
は
。

②
市
長
は
「
市
民
の
声
を
市
政
に
生

か
す
市
政
運
営
に
努
め
る
」
こ
と
を

政
治
理
念
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
市
政

運
営
に
努
め
て
き
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
声
な
き
声
を
如
何
に
市
政
へ
反

映
す
る
の
か
。

③
平
成
25
年
、初
当
選
さ
れ
た
と
き
、

市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
す
た
め
の

市
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、

皆
さ
ん
の
お
力
を
か
り
た
上
で
施
策

推
進
を
図
る
と
い
っ
た
旨
の
発
言
を

さ
れ
て
い
た
。
２
度
の
無
投
票
当
選

も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
。
独
断
専
行
が
す
ぎ
た
の
で

は
な
い
か
。

A　
①
今
回
４
回
目
の
当
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
一
定
の
信
任
が
得
ら
れ

た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ま
ず
初
心
に
か
え
る
、

そ
し
て
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま

で
の
施
策
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
市

政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
充
実
・
向

上
の
た
め
職
員
と
共
に
ま
い
進
す
る

所
存
で
す
。

②
市
長
就
任
以
来
、
絶
え
ず
弱
者
の

視
点
で
、
あ
る
い
は
市
民
目
線
で
と

い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
常
に
職
員
に
は
、
日
々

の
業
務
に
お
い
て
市
民
が
何
に
困
っ

て
い
る
か
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か

現
場
の
声
を
把
握
し
、
職
員
自
ら
が

考
え
、
施
策
を
立
案
す
る
よ
う
指
示

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
外
部
か
ら
見
る
と
そ
う
見
え
る
の

か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

独
断
専
行
は
否
定
し
て
お
き
ま
す
。

私
は
部
長
会
議
で
「
裸
の
王
様
に
な

る
の
が
一
番
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

危
険
な
こ
と
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
に
な
る
こ
と
を
先
に
挙
げ
よ
、

良
い
こ
と
は
後
で
よ
い
。」と
徹
頭
徹

尾
言
っ
て
い
ま
す
。
現
象
面
、
内
部

の
問
題
を
含
め
て
、
今
も
必
ず
い
ろ

い
ろ
な
報
告
が
挙
が
っ
て
く
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
苦
手

で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
市
民
と

の
距
離
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

Q　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、

①
本
年
度
は
値
上
が
り
分
を
国
の
交

付
金
で
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
来
年
度
は
値
上
げ
に
な
る
。
国

の
物
価
高
騰
支
援
策
が
な
け
れ
ば
値

上
げ
で
は
な
く
、
本
市
独
自
策
で
値

上
げ
は
中
止
す
べ
き
で
は
。

②
今
国
会
で
は
、
学
校
給
食
費
を
め

ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て
合
意
し
、
２
０

２
６
年
度
に
ま
ず
小
学
校
か
ら
開
始

す
る
と
し
、
中
学
校
で
も
出
来
る
限

り
速
や
か
に
始
め
る
と
の
報
道
が
さ

れ
た
。
本
市
で
は
、
国
に
先
立
っ
て

無
償
化
を
実
施
し
て
は
。

A　
①
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
食
材
費
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、そ
の
動
向
を
見
極
め
、

給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て
今
後
適
正

か
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

国
に
先
立
っ
て
実
施
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団

山
中　

一
志

太
陽
ク
ラ
ブ

安
田　

高
玄

Q　
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
の
利
用
促
進
や

能
登
川
駅
東
口
の
道
路
整
備
計
画
は
。

A　
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
は
、
本
市
と
京

阪
神
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
移

動
の
主
軸
を
担
い
、
日
常
の
通
勤
通

学
や
観
光
な
ど
多
く
の
人
の
移
動
を

支
え
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
令
和
４
年
３
月
か
ら
新
快
速
ダ

イ
ヤ
が
減
便
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
県
お
よ
び
沿
線
市
町

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
対
し
減
便
ダ
イ
ヤ
の
早
期
復
活

を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
結
節
点
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

能
登
川
駅
お
よ
び
周
辺
整
備
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

年
度
は
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
の
長
寿
命
化

対
策
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
Ｊ
Ｒ
東
口
線
や
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
の
利
便
性
向
上
の
み

な
ら
ず
、
に
ぎ
わ
い
の
向
上
に
た
い

へ
ん
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

副
次
都
市
整
備
の
進
展
は

市
長
選
挙
の
結
果
を
う
け
て

学
校
給
食
の
無
償
化
を

大
丈
夫
か
、
下
水
道
管

医
療
セ
ン
タ
ー
の
加
入
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
組
織

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
関
係
機

関
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
地
域
医
療
体
制
づ
く
り
を

推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

下水道管点検の様子

市政２０年を迎えて

最新のがん診断装置
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Q　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
取
り

組
み
と
特
別
支
援
教
育
や
通
級
指
導

と
の
関
係
性
、
合
理
的
配
慮
に
よ
り

普
通
教
室
で
個
性
や
強
み
を
発
揮
で

き
る
学
び
を
保
障
し
て
い
る
か
。

A　
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
場
で
共
に

学
ぶ
と
同
時
に
、
将
来
の
自
立
と
社

会
参
加
を
見
据
え
な
が
ら
、
個
に
応

じ
た
指
導
を
提
供
で
き
る
学
び
の
場

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る

通
常
の
学
級
、
通
級
に
よ
る
指
導
、

特
別
支
援
学
級
と
い
っ
た

「
多
様
な
学
び
の
場
」
を

保
障
し
て
い
ま
す
。

Q　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
が
一
斉
授
業
に
ど
の
よ

う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

の
か
。
ま
た
、
多
様
な
学

び
の
学
校
経
営
を
行
え
る

よ
う
に
通
知
す
る
考
え
は
。

A　
教
員
が
児
童
生
徒
の

Q　
近
年
の
気
温
の
異
常
な
上
昇
に

よ
る
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
の
整
備
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
整
備
計
画
は
。

A　
今
回
国
が
創
設
し
た
「
空
調
設

備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
」
を
活
用

し
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
熱
中
症
対
策
の
一
つ
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　
近
江
鉄
道
の
駅
近
く
に
駐
車
場

が
あ
る
と
利
用
し
や
す
く
な
る
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
推
進
し
て
は
。

　
ま
た
、
長
峰
団
地
で
は
、
ち
ょ
こ

っ
と
タ
ク
シ
ー
の
停
留
所
が
自
宅
か

ら
遠
く
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声

が
あ
る
が
。

A　
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
は
、
蒲

生
地
区
な
ど
近
江
鉄
道
本
線
の
駅
周

辺
で
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
停
留
所
の
設
置
は
、
お

お
む
ね
半
径
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

に
１
カ
所
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

停
留
所
の
移
設
や
増
設
に
は
国
の
許

認
可
が
必
要
で
す
が
、
地
域
の
実
情

を
調
査
し
、
可
能
な
限
り
要
望
に
応

え
て
い
き
ま
す
。
長
峰
団
地
は
勾
配

の
あ
る
地
域
で
も
あ
り
、
自
治
会
と

も
協
議
し
、
停
留
所
を
４
カ
所
増
設

し
、３
カ
所
を
移
動
す
る
予
定
で
す
。

特
性
や
発
達
障
害
に
よ
る
学
び
に
く

さ
の
理
解
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多
様
な
学
び
の
学
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つ
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て
は
、
既
に
各
校
が
公
開
授
業

や
研
究
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で
の
発
信
や
研
修
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で
の
交
流
な
ど
の
取
り
組
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て
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り
、
新
た
な
通
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を
出
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
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日本共産党議員団

廣田　耕康

日本共産党議員団

田郷　 正

太陽クラブ

辻　 英幸

世界の平均気温が昨年過去最高を記録するな
ど、地球温暖化による異常気象が国民生活に

大きな影響を与えている。このような中、昨年政府
は新たな交付金を創設し「学校体育館の空調設備設
置率を今後１０年間で９５％まで引き上げる」との
目標を掲げた。
　市は昨年の９月議会で「県下１３市中６市が学校
体育館へのエアコン設置を準備している」として、

「先進地視察を行う」と答弁しているが、
①先進地視察の結果と対応は。
②本市でも小中学校体育館へのエアコン設置を急ぐ
べきでは。
③１体育館当たりの工事額と設置時期はいつ頃か。

①昨年９月に先進地視察を行い、体育館の見
学と事業費、設備の詳細、断熱工事などの説

明を受け、整備検討の参考としました。
②国の新交付金を活用し、災害時のみならず子ども
の熱中症対策の一つとして、エアコン整備を進めて
いきます。
③１億円から１億５千万円で、６月補正予算で整備
に伴う設計予算を計上していく予定です。

第２期中心市街地活性化基本計画の東西連絡
通路について、市は「中心市街地における生

活利便性の向上や来街者の増加につながる」「近江
鉄道八日市駅には５本の線路と二つのホームがあり、
３０メートルの幅を超える連絡通路の整備に当たっ
ては技術的課題などの整理を行い、整備方針を定め
る必要がある」としている。鉄道事業者および関係
機関との協議を行い、実現性、工期、費用面などか
ら最適案を検討したと概略図を示したが、
①連絡通路建設の目的は。
②工期と費用は。
③近くに清水と松尾踏切もあり、何人の利用を考え
ているのか。
④根拠なき計画は市民の理解が得られない。計画そ
のものを見直すべきではないか。

①延命公園の再整備に連動した重要な施策
で、駅西側の土地活用の促進を図り、駅周辺

の利便性の向上と回遊性を高めるものです。
②工期および費用は構想段階であり未定です。
③構想段階であり、今後精査していきます。
④計画そのものを見直すことは考えていません。

本市の学校給食の現状について、
①材料費は保護者負担が原則であるが、令和

７年度予算で昨今の米・野菜価格の高騰に対処でき
るのか。
②献立の見直しのため毎日残食を計量しているとの
ことだが、おかずの残食率は何％か。
③牛乳を残す子どもが多いと聞くが廃棄率は。
④食物アレルギーを有する児童生徒は何％か。
⑤東近江市学校給食運営委員会の給食費改定の答申
では、付帯意見に市独自の施策を希望するとあるが
検討はしたのか。

①価格変動が大きいため動向を注視していき
ます。

②残食率は１３．３% です。
③牛乳の廃棄率は、夏場の調査で小学校５．１％、
中学校６．６%。冬場の調査で小学校６．５%、中学
校２３．５% です。
④令和６年４月１日現在、小学生で３．０%、中学
生で２．６% です。
⑤検討を重ねているところであり、今後関係機関と
の協議・調整を進めていきます。

Q

Q

Q A

A

A

インクルーシブ教育の研修会

びわこジャズ東近江
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無会派

小梶　昌巳

近江鉄道・路線バスの通学利用促進補助金は、
補助対象に該当する基準金額が１万２千円以

上で高いと感じるが、市内在住の中高生に対して一
律半額の補助はできないか。

一律半額補助は通学手段が異なると公平性を
欠くために困難と考えます。
市ホームページ、市広報紙の活用状況とイン
ターネットを使った観光のＰＲについて、

①市ホームページの閲覧数と検索ワードの傾向は。
②市広報紙の配布による効果は。
③観光のＰＲには、ＳＮＳの影響力が大きく「映え
るスポット」が人気を集めている。ＳＮＳを使った
観光戦略が必要ではないか。

①市ホームページに訪れた実人数は約９万８
千人です。多く検索されているのは、イベン

トなど生活を豊かにする情報です。
②市民意識調査では、７割の人に読まれています。
③写真を撮りたくなるような場所の提供を官民連携
で取り組み、発信していきます。

東近江大凧保存会の現状と今後の大凧揚げに
ついて、

①東近江大凧保存会の活動について、市の考えは。
②１００畳敷大凧揚げの伝統継承について、市の見
解は。

①国の選択無形民俗文化財である「近江八日
市の大凧揚げ習俗」は、現在、東近江大凧保

存会によって継承されています。凧作りや凧揚げ指
導などに積極的に取り組まれており、伝統文化の継
承に大切な役割を果たしていただいています。
②１００畳敷大凧揚げは、近年この規模の大凧制作
や飛揚ができておらず、将来の技術継承に不安を感
じています。伝統文化や民俗行事は一度途切れてし
まうと復活が困難なため、１００畳敷大凧が再開さ
れ、大凧揚げの文化が次世代に継承されていくこと
を願っています。市としては、大凧保存会から昭和
１００年を機に１００畳敷大凧を飛揚させたいとの
意向も寄せられており、伝統文化の継承を積極的に
支援していきたいと考えています。

「東近江市ネイチャーポジティブ宣言」を行
い、本市が生物多様性の損失を止め、回復軌

道に乗せるという強い姿勢が示された。このことは、
命の恩送りと高く評価する。宣言への思いは。

社会の変化の中で、森林をはじめとした自然
環境の価値が忘れ去られ、人が関わらなくな

ったことで、本市の基盤である多様で豊かな自然環
境を継承していくことが危ぶまれています。
　また、地球規模での気候変動がもたらす影響は、
人の手が行き届かない自然を直撃し、森林からの過
剰な土砂流出や愛知川の長期的な濁りとなって現れ
ています。加えて、本来人間は、自然の中で自然と
共に生きることで精神的な豊かさを得るとともに、
人間としての成長も見られるものと考えますが、現
代はその機会さえ失われつつあることに危機感を抱
いているところです。
　こうしたことから、今こそ人と自然との関わりを
再構築し、さらなる歴史の積み重ねや文化の発展を
目指すため、これまでの本市の取り組みを一層推進
する必要があるとの思いから、宣言を行いました。

四季折々の風景をリアルタイムで配信できる
お天気カメラを景勝地に整備することで、観

光資源と地域の魅力発信をさらに推進できるととも
に、豪雨による河川増水時や冬季の積雪時などには
状況を即時に確認できるため、不要不急の外出を控
える判断も可能になると考えるが、
①市や市の関連団体が設置するライブカメラの台数
は。
②平時は市内各所の風景配信、異常気象時は市民の
安全判断に資するお天気カメラの設置について、市
の考えは。
③カメラ映像をリアルタイムで配信し市民が簡単に
アクセスできる仕組みの整備について、市の考えは。

①市設置の河川監視カメラが９台、県設置の
道路河川監視用カメラが１３台、スマイル

ネット設置のカメラが３台の計２５台です。
②現時点では具体的な計画はありません。
③市が風水害などの災害対応を目的に設置した河川
監視カメラなどの映像は、市ホームページで見るこ
とができます。

選挙の投票率向上について、
①ＳＮＳを活用した広報の強化の必要性およ

び今後の選挙啓発活動の推進についての考えは。
②主権者教育の充実のための現在の取り組みおよび
今後の方向性は。

①令和３年１０月の東近江市議会議員一般選
挙から市公式ＬＩＮＥの活用をはじめ、令和

５年４月の滋賀県議会議員一般選挙からは、Ｙｏｕ
Ｔｕｂｅによる広告を配信し、また、令和７年２月
の東近江市長選挙・東近江市議会議員補欠選挙から
はＦａｃｅｂｏｏｋによる広告の配信を開始しまし
た。今後もＳＮＳのさらなる活用などを検討し、よ
り多くの有権者に対して啓発ができるように取り組
んでいきます。
②本市では令和２年度から市単独で主に小学６年生
を対象に出前講座を行っており、今年度は６校で実
施しました。事後のアンケートの結果では、多くの
子どもたちが「選挙に興味を持った」「１８歳になっ
たら選挙に行きたい」と回答していることから、今
後も継続して実施していきたいと考えています。

インターネット時代に対応する行政力につい
て、観光施策にインフルエンサーを活用する

考えは。
市が発信する情報は、公平性や正確な情報を
伝えることに重きを置いています。インフル

エンサーによる発信は迅速性や柔軟性があると考え
ています。
　観光情報などの発信は、市と観光協会が一体とな
って取り組んでおり、これまでもインバウンド向け
にはフォロワー数の多い海外のインフルエンサーを
活用してきました。
　ＳＮＳで気軽に情報を発信や入手できる社会にお
いて、ＳＮＳを駆使し多くの方に本市の魅力や観光
情報をタイムリーに伝え、共感を得ることは大変重
要であり、本市への観光誘客につながるものと考え
ます。
　本市としては、引き続き観光協会と連携を図り、
インターネットを利用し広報や情報告知を行うとと
もに、ネット戦略として、ルールやマナーを守りな
がら魅力的な情報をタイムリーに伝えるインフルエ
ンサーの活用も進めていきたいと考えています。
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Q

Q
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東近江市民クラブ

青山　孝司

東近江市民クラブ

澤居　寛明

東近江市民クラブ

鈴木　則彦

東近江市民クラブ

市木　 徹

東近江市民クラブ

森　 鉄兵

夏 祭

帰 郷

暑 夏
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東近江市民クラブ

田井中　丈三

お米の振興と市内農業の基盤整備事業に対す
る農家負担の軽減について、

①お米の食品としての健康への効果と、肥満との因
果関係は。
②お米の食品としての家計への効果は。
③大中の湖干拓地や小中之湖干拓地の基盤整備事業
補助率を国のガイドラインどおりにすべきと考える
が見解は。

①お米はパンや麺類に比べ脂質が少なく、食
物繊維が多いため、体脂肪が増えにくい特徴

があります。肥満はエネルギーの摂取量と消費量の
バランスの悪さから生じるもので、お米を食べると
太るといった認識は誤っています。
②標準的なお茶碗一杯のご飯の価格は５１円となり、
カップ麺１８４円、菓子パン１２７円と比較しても
経済的な食品であると考えます。
③国の政策で整備されてきた経過や干拓農地の特殊
性を十分に鑑み、防災上極めて重要な施設の整備更
新事業においては、国が示す負担割合に基づき実施
することを既に決定しています。

布引の森について、
①令和６年度の利用者数は。

②布引の森の魅力は。
③布引の森のＰＲ方法は。
④今後の取り組みの計画は。

①本年２月末現在で３，６３７人です。
②起伏を楽しめる遊歩道を巡ることで、この

地域本来の里山の動植物を四季折々に楽しめます。
また、これらの環境を生かしてさまざまなイベント
を開催しており、自然観察会をはじめ初心者向けの
山歩きや薪割り体験などの親子イベント、防災を
テーマとした自然体験活動など、さまざまな体験が
できることも魅力であると考えています。
③ＳＮＳでの情報発信と公共施設でのリーフレット
やイベントのチラシ設置などで周知に努めています。
④起伏のある里山の環境を生かした活用を図りたい
と考えています。市内にある森里川湖の多様で豊か
な自然との連携を図ることで、布引の森でより深い
学びや体験が提供できるように取り組んでいきたい
と考えています。

道路整備事業の進捗と今後の計画について、
①御河辺橋架け替えを含む県道雨降野今在家

八日市線道路整備事業は。
②県道中里山上日野線道路整備事業（愛東外バイパ
ス）は。
③国道３０７号バイパス道路整備事業は。

①平成３０年度から概略設計を実施し、バイ
パス区間においてルート案の決定を行ってい

ます。現在は用地測量や土質調査などが実施されて
おり、道路整備を順次行う計画です。また、令和７
年度の秋以降に御河辺橋の橋梁下部工事に着手され
ます。
②昨年度から地元のバイパス推進委員会と協議を行
い、ルート案の作成を進めています。現在は地形測
量を行っており、今後は整備に必要な設計を実施す
る予定です。
③令和元年に示されたルートの原案が、今年度よう
やく沿線８自治会の代表者会議でルート案として合
意を得ました。現在は全線の地形測量を行っており、
今後は整備に必要な設計を複数年にわたり実施する
予定です。

産業用地開発事業選定について、
①どのような業種を誘致しようとしているの

か。
②人口流入の受け皿となる長峰団地を活用するには、
進行途中の事業を促進することが効果的と考える
が、見解は。

①具体的な業種は定まっていませんが、県と
連携しながら丁寧に企業誘致を進めていきま

す。
②団地内の貫通道路の開通や診療所の充実が進むこ
とは住民の利便性や防災対策に大きく寄与すること
から、団地内の住環境の充実が図られると考えます。

大阪・関西万博のガリ版関連の出展について、
①出展の日時や場所、形態や内容は。

②今回の出展で期待する効果や成果は。
① 6 月２５日に関西パビリオンで出展します。
ガリ版体験を蒲生地区まちづくり協議会が担

当し、市はガリ版を紹介する展示や解説を担当しま
す。
②万博への出展により世界の人々がガリ版に触れ、
日本の印刷文化の近代化に果たした役割の大きさを
知ってもらうとともに、その発祥の地である本市の
存在を広くアピールすることができると考えます。

危機管理事案発生における支所の役割と支所
長の権限について、

①２月の大雪で積雪が多かった地域の状況と支所の
初動対応は。
②地域防災監の役割と権限は。

①今回の寒波では、愛東地区の山間部と永源
寺地区の東部で多くの積雪がありました。特

に永源寺地区の東部では、地域の自治会や協力業者
によって除雪をしていただいていましたが、除雪し
た雪の排出ができず、雪寒担当職員が中心となり、
堆積した雪の排出作業を行いました。
　支所の初動対応については、各支所で編成してい
る雪寒配備態勢に基づき道路パトロールを実施し、
積雪や路面凍結の状況に応じて協力業者への除雪依
頼や融雪剤の散布などを行いました。
②地域防災監は、市長直轄組織に位置付け、支所長
が兼務しています。各地域のさまざまな危機管理事
案に迅速かつ的確に対応することを役割とし、危機
事案における職員への指揮・命令を権限としていま
す。

（仮称）森の文化博物館基本計画について、
①フォーラムの開催や鈴鹿の森の多様性を体

感できるイベントなどを通じて、計画の概要や意義
を伝えていくべきでは。
②企業や大学、研究機関との連携の可能性は。

①フォーラムの開催をはじめ、ケーブルテレ
ビ、ＳＮＳや市広報紙など、あらゆる媒体を

通じて、この計画が目指す目標や取り組みについて、
広く認識していただく必要があると考えています。
②本市を研究フィールドとして継続的に活動されて
いる国の機関、森林総合研究所関西支所と今後の取
り組みのさらなる推進を図るための協定を締結しま
した。また、すでに鈴鹿の森で研究や実験的な取り
組みをされている大学もあり、加えて新たに研究
フィールドとしての活用についての打診もあります。
　鈴鹿の森の取り組みに対して、研究機関や民間団
体などの注目が集まれば、森と人のつながりを再構
築するための方策など、さらに多くの専門的知見が
集まり、活動への波及効果が期待できると考えてい
ます。

ネイチャーポジティブは、鈴鹿の山々から琵
琶湖までの森里川湖を市域に有している本市

においても非常に意義深いものであるが、
①ネイチャーポジティブ宣言をする意義は。
②（仮称）森の文化博物館基本計画で、どのように子
どもたちの心の癒しなどを実現しつつ、生物多様性
を満たしていくのか。

①環境保全の取り組みだけではなく、社会や
経済活動も視野に入れ総合的に取り組んでい

くべきものとして、本市の取り組みを内外に発信す
ることで、企業をはじめとした多様な主体との連携
を図り、環境政策の推進に寄与するものと考えてい
ます。
②市内には森を体験し、身近な自然や里山を知り興
味を持ってもらう施設が複数あり、森と人が気軽に
関わる場として事業を展開しています。これらと連
携しながら、エコツーリズムや森の体験など、さら
に一歩進んだ活動において、心の癒しや子どもたち
の生きる力を育み、森と人とのつながりを再構築す
ることにより、地域資源を支える生物多様性の保全
につながるものと考えています。

Q

Q

Q
Q

Q

Q
Q

Q

A

A

A
AA

AA

A

東近江市民クラブ

山本　直彦

東近江市民クラブ

和田　喜藏

東近江市民クラブ

西澤　由男

東近江市民クラブ

西村　和恭

東近江市民クラブ

浅居　 笑

新政無所属の会

中村　和広

夕 暮

浪 漫 議会だより 12

一般質問
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一般質問



東近江市長選挙 参議院議員選挙 東近江市議会議員選挙

告示日 １月２６日（日） ７月の予定 １０月１２日（日）

投票日 ２月２日（日） ７月の予定 １０月１９日（日）

投票率 ４０．７２％
（過去最低） ？ ？

あなたの１票で変えられる

第12回市民と議会の意見交換会を
6月28日に開催します。

　令和７年は選挙イヤーです。
　２月に市長選挙が行われました。また、
７月には参議院議員選挙が予定され、１０
月には市議会議員選挙が行われます。
　投票率が低下する現状から、どうした
ら政治に関心を持ってもらい、投票に行
ってもらえるのか。
　今年の市民と議会の意見交換会は「選
挙」をテーマに、６月２８日、湖東コミュ
ニティセンターで行います。
　皆さんとともに話し合いたいと思いま
す。ぜひ、ご参加ください。

　図１は、参議院議員選挙における年代別の投票率
の推移です。１０代から３０代の若い世代の投票率
が他の年代に比べ低く、「政治への関心の低下」「若
者の選挙離れ」が大きな課題となっています。政治
への関心の目安とされる投票率ですが、残念ながら
年を追うごとに下がってきています。

　図２は、市議会議員選挙の投票率の推移です。平成２９
年の選挙は、衆議院議員選挙と同時執行されましたので、
前回の選挙より投票率が上がりましたが、市民に最も身近
な選挙であるにもかかわらず、投票率は減少傾向で、前回
は５０％を切る結果でした。

深刻な問題、若者の選挙離れ

 選
挙に行こう！

図１

図２
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市民と議会の意見交換会
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市民と議会の意見交換会
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　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

6 月定例会の予定

※各日とも、午前９時３０分から開始します。

※日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では、皆さまの傍

聴をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に市役所本館３階の議会事務局窓

口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

5/25 26 27 28 29 30 31

6/1 2
開会

3 4 5 6 7

8 9 10 11 12
一般質問

13
一般質問

14

15 16
一般質問

17
予算決算常
任委員会

18
総務常任
委員会

19
福祉教育こども
常任委員会

20
産業建設常
任委員会

21

22 23 24 25
予算決算常
任委員会

26 27
閉会

28

東近江市議会だより

令和７年３月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 日本共産党 太陽
クラブ 公明党 新政

無所属 会派無

結　

果

賛
成
・
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対
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居　

寛
明

森　
　

鉄
兵

浅
居　
　

笑
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直
彦
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司
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治

西
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彰

西
澤　
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男

和
田　

喜
藏

市
木　
　

徹

大
橋　

保
治

廣
田　

耕
康

山
中　

一
志

田
郷　
　

正

辻　
　

英
幸

安
田　

高
玄

吉
坂　
　

豊

竹
内　

典
子

中
村　

和
広

井
上　
　

均

小
梶　

昌
已

大
洞　

共
一

議案第６号 
令和７年度東近江市一般会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○

議　
　
　
　
　

長

○○○○×××○○○○○○○○

議案第７号 
令和７年度東近江市国民健康保険（事業勘定）特別会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第８号 
令和７年度東近江市国民健康保険（施設勘定）特別会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第９号 
令和７年度東近江市後期高齢者医療特別会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第10号 
令和７年度東近江市介護保険特別会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第14号 
令和７年度東近江市病院事業会計予算

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第24号 
東近江市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第25号 
東近江市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

議案第26号 
東近江市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

21
・
３
○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案は全会一致で可決、承認及び同意されました。詳細は「東近江市議会」のホームページで検索してください。
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